
令和６年度 東京都立桐ヶ丘高等学校 学校経営報告 

 
                     校長 黒後  茂 

Ⅰ 目指す学校像 「生徒が自分にチャレンジする学校」 

「個性伸長・創造自立・共学共育」を教育目標とし、個に応じた教育活動やキャリア教育を通じて、

自己を深く見つめ能力や適性を発見し、社会に貢献する能力や態度、人権尊重の精神、自主自立の精

神を培い、自信をもって社 会で自立するための力を育成する。 

       

Ⅱ 今年度の取組目標と方策 

１ 教育活動の目標と方策 

（１）学習指導 

ドラマケーションを通じて、生徒が自己の考えを表現してコミュニケーションができるよう取り組

み、アクティブ・ラーニング型の授業を実践して授業の改善・工夫に努めた。また、机の配置を変え

るなどの工夫をしたり、少人数指導での中にユニバーサル・デザインの手法を用いた授業実践を行っ

たりすることで、生徒一人一人の興味・関心を高め、理解力の向上に努め、基礎力の定着を図った。 

基礎基本の定着に向け、習熟度別授業、少人数での展開授業を実施し、個に応じた指導を目指した

授業改善・工夫を行った。 

ＩＣＴ機器の活用、実験・実習、体験学習によって生徒の興味・関心を引き出し、学習意欲を高め、

授業出席率の向上を図った。また、Ｔｅａｍｓを活用した自宅学習用課題の配信など、生徒の学習支

援に取り組んだ。ＩＣＴ委員会より、ＩＣＴ機器の活用についてデジタルサポーターからＴｅａｍｓ

内に研修資料を配布した。 

（２）進路指導 

進路指導部が中心となり、調査書発行に向けた校内研修会を実施し、卒業対象生徒がスムーズに調

査書が発行できるように研修を行った。 

生徒が抱えている課題や進路活動に必要な統一応募用紙について教員研修を実施し、人権に配慮し

た適正選考を意識できるように取り組んだ。 

人権尊重教育を推進できるよう、外国にルーツのある生徒の在留資格について研修を行い、意識啓

発を行った。 

資格取得に向けた指導の充実と技能審査の成果に関する単位認定等を積極的に推進した。 

面接試験対策指導法講座の講師を企業に依頼し、生徒に伝えたい「日々学ぶ意義、今後の社会の展

望と求められる力」について教員研修会を実施した。 

（３）生活指導 

   桐ヶ丘マナー１０箇条とともに、将来社会人として身に付けるべき規律・規範を徹底し、自主的・

自律的な生活態度の育成に取り組んだ。大きな事故や事件を未然に防ぐことができた。また体力テス

トを実施し、生徒の体力維持に向けた資料とした。 

（４）特別活動・部活動 

 部活動加入率は約４４％に留まったが、東京都大会に入賞するなど健闘した。文化部では、文芸部

などが積極的に大会へ参加し、日頃の成果を発揮することができた。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックのレガシーを受け、体育の授業でボッチャやモルッ

ク・フラッグフットボール等のスポーツを取り入れたり、総合的な探究の時間で障害について考察し

たりする機会を設けることで、オリンピック・パラリンピック教育の推進・理解を深めた。 

（５）健康づくり 

「健康教育」講演会（デートDV）を実施するとともに保健の授業をとおして生徒への指導を行った。

また、感染症防止対策を徹底し、学ぶ環境の安全確保を図った。 

ポロニアスポーツフェスティバルでは、感染症対策を十分に行い、運営を行った。 

（６）募集・広報活動 

募集定員を確保するために、広報活動の機会を増やし、学校訪問及び学校のホームページを活用し

た募集活動を推進した。学校紹介動画の配信やホームページの更新により情報発信に努めた。 

学校説明会で、生徒会役員の生徒が学校生活について話したり、学校案内をしたりするなど、来校

者から好評であり、生徒が担当する役割を果たし、帰属意識が高まった。 

 



（７）学校経営・組織体制 

予算の適正かつ効果的な編成・執行や各種支援金の手続き等を経営企画室と教員系とで連絡調整を

密にして、効果的な学校経営ができた。予算執行は適正に行われた。今後もさらに学校経営参画型の

経営企画室を目指していく。 

教育相談部を中心に、年次や保健部と連携をとり、情報の共有体制、事例検討会等において特別支

援教育関連の取組みの一層の充実を図り、カウンセリング体制を充実させた。生徒が多様化する中、

関連機関との連携も密にし、生徒一人一人の支援を図った。 

多様化する生徒に対して適切な対応ができるよう、三者面談、個人面談、ＳＣ、ＹＳＷなどの面談

等をとおしてアセスメントを行い、組織的な対応できる体制を整備した。関係機関と連携し、早期対

応に努め、早期終息に繋げることができた。 

スクール・カウンセラーの全員面接及び年３回のいじめ調査において、気になる案件については聞

き取り調査をし、いじめを未然に防止した。体罰についてのアンケートも年３回実施し、体罰の未然

防止に努めた。教職員の年次有給休暇取得の推進等、働き方改革を進めているが、多忙な中で課題も

多い。 

 

２ 数値目標と結果  

項 目 Ｒ６結果 Ｒ６数値目標 Ｒ５結果 

単位修得率 ７０％ ８０％ ６５％ 

各種検定合格者数 延べ１６０名 延べ１６０名 延べ１４９名 

卒業時の進路決定率 ７８％ ７５％以上 ８３％ 

部活動加入率 ４４％ ５０％ ４９％ 

学校行事充実度 ８０％ ８０％以上 ７５％ 

学校ホームページ毎月更新 １６８回 ２５０回 ２６０回 

学校説明会来校者数 延べ６６９名  延べ７００名 延べ６１８名 

学校生活満足度 

「桐ヶ丘高校に入学して（卒業して）よかった」 
８３％  ８５％ ８５％ 

 

 


